
照　会　企画政策課　☎０５３７�１１６１

御前崎市をより暮らしやすいまちにしていくために、「協働」
という手法があります。市では、現在「協働」の基本的な考え方
をまとめた「御前崎市市民協働の指針」の策定を進めています。
指針の策定は、市民や有識者で構成される「市民協働の指針策定
協議会」が検討しています。

●  協働とは
「協働」とは、市民・学校・企業・行政などが、暮らしやすいまちをつくるた
めに、みんなで協力して課題解決に取り組むことをいいます。さまざまな主体
が互いの長所を活かしながら、一緒に活動することで、プラスの相乗効果を得
ることも期待できます。

●  協働の柱
今後、協働の取り組みを進めるために、次の３つを基本の柱とします。

●  共通の認識
協働する際には、それぞれの特性と得意分野を活かした役割分担を明
確にし、次のような共通の認識をもって取り組みます。「御前崎市市民協働の指針（案）」に関する意見や、協働の取り組みを進めるアイデアなどを提出してください。

御前崎市市民協働の
指針を策定します

意見を提出できる人 御前崎市民、市内に通勤・通学している人、
御前崎市内で地域活動をしている団体や個人

意見の募集期間 10 月３日㈪～ 11月 30日㈬

意見の提出方法 ご意見、住所、氏名、市外在住の人は通勤・通学・所属先をご記入の上、
下記の方法のいずれかで提出してください。
・郵送	 〒437-1692	御前崎市池新田5585番地
	 御前崎市役所企画政策課　宛て
・FAX	 0537-85-1137
・Eメール	 kyoudou@city.omaezaki.shizuoka.jp
・電子申請（右の専用フォームからアクセス）
・閲覧場所に提出
※電話など口頭による意見はご遠慮願います。

閲覧場所 御前崎市役所企画政策課、御前崎支所、地区センター

まちづくりの主役は、私たち市民一人一人です。

みんなで協働によるまちづくりに取り組みましょう。

「御前崎市市民協働の指針」や意見
募集に関する詳細は、市ホームペー
ジからご覧になれます。
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対等な関係を築き、認め合いましょう。

お互いに自立し、それぞれの自主性を尊重しましょう。

目的を共有し、意見交換をしましょう。

お互いの価値観や活動内容を理解し、信頼関係を築きましょう。
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対 話
～みんなで話し合おう～

地域の困りごとについてみん
なで話し合い、自分ができるこ
とや周りと協力してできること
を考えましょう。

行 動
～みんなで取り組もう～

まずは私たち市民が自らとも
に行動しましょう。協働の意識
や取り組みを周りに広げること
で、それぞれの活動の幅が広
がったり、人と人とのつながり
のきっかけとなったりします。

前 進
～みんなでステップアップ～

これまでの取り組みを振り返
るとともに、常により良い状態
を目指して前進していきましょ
う。

市民の皆さまの意見を募集しています（パブリックコメント）
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地域の課題

▲ 9 月 6 日に開催された第 2 回策定協議会の様子

さつまいもを栽培している地域の人
に、収穫の仕方を教えてもらいます。
このような体験が、子どもたちの探求
心の向上につながっています。（御前崎
クエスト）

NPOや企業、地域の人たちが協力
して海岸の保全活動を行っています。

小学生が、大学生や消防署、地区の
ボランティアの人たちと一緒に、災害
時に役立つ知識を学びます。

さつまいもの収穫体験 みんなで協働ゴミ拾い 地域の人と防災キャンプ
市民NPO 行政× × 市民NPO 企業 行政× × × 市民地区センター 大学生 行政× × ×

●  協働の事例
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